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               審   査   の   要   旨 
 
本論文で著者は、細胞画像のアルゴリズムの開発とそれを利用したケミカルスクリーニングを活用し、
オートファジーを制御する低分子化合物の同定に成功し、得られた低分子化合物の作用機序を解明した。
さらにケミカルスクリーニングを利用して、抗がん剤の作用機序を解明する新しい手法を確立し、それ
まで不明であった SPT阻害薬の作用機序にプロスタグランジンの代謝経路が関与している点を指摘した。
この発見は、プロスタグランジンの代謝経路の活性化が誘導されやすいようながん種においては、SPT阻
害薬が抗がん剤として有効である可能性を示した点で医学的にも価値が高い。このように著者による本
研究の成果は、未知の生命現象の理解や医療に有効な化合物の探索と活用方法を提示した点で、その功績
は極めて大きい。 
 平成３０年１月２９日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員に
よって合格と判定された。 
よって、著者は博士（生物科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
